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次の神経と支配筋の組み合わせで、正しいものを
一つ選んでください。

問題
 

1

1. 正中神経－第1背側骨間筋

2.
 

尺骨神経－短母指外転筋

3. 橈骨神経－固有示指伸筋

4. 脛骨神経－短趾伸筋

5. 腓骨神経－母趾外転筋

正中神経支配

尺骨神経支配

腓骨神経支配

脛骨神経支配

○

正解
 

：3
 
正解率

 
100％（23/23施設）



手根管症候群において、運動神経伝導検査で異常を認める
 ことのある導出筋を一つ選んでください。

1. 母指内転筋

2. 小指外転筋

3. 第1背側骨間筋

4. 第2背側骨間筋

5. 第2虫様筋

問題
 

2

尺骨神経支配

正中神経支配筋を選ぶ

正解
 

：5
 
正解率

 
100％（23/23施設）

正中神経支配



問題
 

3

次ページの図 1
 

は脛骨神経F波の記録例である、正しいものを
 選択肢より一つ選んでください。

a. F波最短潜時は著明に延長している。

b. F波最短潜時は33ｍｓ程度である。

c. A波が出現していると考えられる。

d. F/M比の大きいものを認める。

e. アーチファクトの混入が多く、再測定すべきである。

選択肢 1：a,b 2：b,c 3：c,d

4：d,e 5：a,e



図 1 脛骨神経
 

F波 （70歳、女性、

 
身長

 
160㎝）

A波 F波



F波について

• 患者の眠気によって変化

• 筋電図の混入が多ければ、評価困難

• マーク位置に個人差が出そう。それF波？

• F波とA波が同じような潜時の時、鑑別が困難

• マーキングに時間がかかる

• 繰り返し測定した時、最小潜時の再現性は良い

• 有用な情報が得られる事も多い（長い伝導距離）

• F波が正常範囲なら、末梢運動神経の全般的な
 伝導性に明らかな異常がない



Ａ 波

• M波のあとに現われる後期反応

• 単一運動単位内で軸索側枝からもう一方の

軸索側枝へ反転するインパルスに起因

• 前角細胞の再発射を必要としないため、繰り返し

刺激によっても潜時や波形が変動しない

• ニューロパチーの患者で頻繁に認められる

• F波より前に出現することが多いが、伝導に時間が
 かかる場合、F波内あるいはF波のあとに出現する



問題
 

3

次ページの図 1
 

は脛骨神経F波の記録例である、正しいものを
 選択肢より一つ選んでください。

a. F波最短潜時は著明に延長している。

b. F波最短潜時は33ｍｓ程度である。

c. A波が出現していると考えられる。

d. F/M比の大きいものを認める。

e. アーチファクトの混入が多く、再測定すべきである。

選択肢 1：a,b 2：b,c 3：c,d

4：d,e 5：a,e

正解
 

：3
 
正解率

 
96 ％（22/23施設）
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問題
 

4

1. Guyon管症候群

2. 前骨間神経麻痺

3. 後骨間神経麻痺

5. 足根管症候群

4. 腓骨神経麻痺

次ページのNCS波形より、最も考えられるものを

一つ選んでください。



膝窩部

右.脛骨神経

右.腓骨神経 右.腓腹神経

足関節部

腓骨頭

 

遠位部

腓骨頭

 

近位部

足関節部36歳・女性
 

身長
 

166cm

主訴：右足首の背屈障害

振幅低下
MCV 遅延



足関節部

腓骨頭

 

遠位部

腓骨頭

 

近位部

右.腓骨神経

振幅低下
MCV 遅延

障害

正解
 

：4. 腓骨神経麻痺 正解率
 

96 ％（22/23施設）
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